






























































































とがわかった。白色玉は他に比べて Pb 検出量が小さく K が検出される傾向があるが，乳白色







た。乳白色玉および多くの透明玉から Pb はほとんど検出されなかったが，白色玉からは Pb
が多く検出された。一方，緑色透明玉や緑色玉からは Pb が大量に検出されるが，青緑色玉か
ら Pb はほとんど検出されなかった。この青緑色玉からは Cu と Zn が他より多く検出される
特徴があった。黒色玉からは Cu と Fe が多く検出された。錫製五色玉瓶子（沖縄県立博物館・














































































































































































































































































































































































































































































































































ガラス玉については，ほとんどの玉から大量の Pb が検出されたが，左瓶子の水色玉だけ Pb
が検出されなかった。右瓶子の水色玉からはPbが検出された。紫色玉からだけMnが検出され，






異なる。ガラス玉については，白濁玉からは Pb はほとんど検出されず，K が高い傾向にあった。












より Pb 検出量が小さく，K，Ca が多い特徴があった。K は緑色玉や黒色玉でも検出された。
図３　黄色地巴紋御玉貫一対（銘苅家） 図４　緑地御玉貫一対（名嘉家）
保存科学　No. 50222 早川　泰弘
緑色玉では Cu が，黒色玉では Fe，Cu，Mn が特徴的に検出された。赤色玉からは少量では






Pb 検出量がわずかで鉛ガラスが使われていない。この青色玉からは K，Ca が比較的多く検出
され，同時に Mn，Fe，Cu も少量検出されている特徴があった。黒色玉からも Fe，Cu が多











れなかった。水色玉からは Cu と Zn が検出されるが，薄緑色玉より検出量は小さかった。青
色玉からは Fe とともに少量ではあるが Co が検出された。黒色玉から検出されるのは Fe，Cu
















ラス11箇所を測定した。どのガラスからも Ca が比較的多く検出されたが，Pb 検出量は少ない。
Pb が大きく検出されたのは水色の平面状のガラスだけである。青色系のガラスでは，捻りの
ある青色ガラスの発色は Co に由来するが，水色ガラスの発色は Cu に由来していた。水色の
ガラスであっても Pb 検出量が大きく異なるものがあり，複数の材料が使われていると考えら
れる。薄黄色ガラスについても，平面状のガラスの発色は Fe に由来するが，捻りのあるガラ
スから Fe はほとんど検出されず異なる材料が使われていた。薄茶色のガラスについても Ca








ガラス玉からも Fe が多く検出されるが，黒色玉からは Mn ，Cu も検出されることが特徴で




















青色発色元素として Cu が検出された。一方，濃青色玉からは大量の Pb が検出されたが，Cu
は検出されなかった。透明玉からも Pb は検出されなかった。一方，透明濁玉からは大量の
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2011 227ポータブル蛍光Ｘ線分析装置による沖縄県所在ガラス製品の現地調査
Okinawa was originally called Ryukyu; it was an independent kingdom with a unique culture. 
Located southwest of Japan, it flourished as a base for trade among China, Korea and Japan. 
Ryukyu was placed under the control of the Shimazu domain in the Edo period and was colonized 
by Japan during the Meiji period. During the Second World War, Okinawa was the only battlefield 
in Japan where Americans landed. A large number of cultural objects existing in Okinawa were 
catastrophically damaged by the War.
The Okinawa Prefectural Board of Education carried out a survey of glass and bead objects 
existing in Okinawa prefecture in 2008-2010. This report describes the results of on-site analysis 
of glass objects in Okinawa using a portable X-ray fluorescence spectrometer. Some unique glass 
objects using several kinds of beaded glass existed in Okinawa. Bottle-shaped objects, partition 
objects, tray-shaped objects and necklaces were analyzed in the present survey.
The results showed that most beaded glass was classified into lead-glass group despite the 
differences of lead contents.  All of red, yellow and green-colored glass was categorized as lead-
glass. Red and yellow glass was colored with iron oxide, and green glass with copper oxide.　
However, some blue-colored glass was categorized as lead glass, while some was not. The coloring 
materials for blue-colored glass were found to have been copper oxide and cobalt oxide. 
Detailed characteristics of glass objects in Okinawa is expected to be made clear by further 
investigation of the distribution of materials and place of production. 
On-site Analysis of Glass Objects Existing 
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